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ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
、
日
本

最
古
の
壁
画
が
描
か
れ
た
奈
良
県
法
隆
寺

金
堂
が
焼
損
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
貴
重

な
文
化
財
の
焼
失
な
ど
が
相
次
い
だ
こ
と

か
ら
、
国
は
毎
年
一
月
二
十
六
日
を
「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
全
国
的
に
文

化
財
の
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
五
年
の
文
化
財
保
護
法
制
定

以
来
、
国
の
指
定
し
た
文
化
財
が
火
災
の

被
害
を
受
け
た
事
例
は
、
昭
和
二
十
五
年

の
京
都
市
金
閣
寺
（
鹿
苑
寺
）、
昭
和
三

十
一
年
の
滋
賀
県
延
暦
寺
大
講
堂
、
平
成

十
年
の
奈
良
県
の
東
大
寺
戒
壇
院
千
手
堂

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二

十
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
国
宝
南
大
門
で

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
貴
重

な
文
化
財
で
火
災
が
発
生
す
る
た
び
に
、

文
化
財
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

文
化
財
の
防
火
は
、文
化
財
の
所
有
者
・

管
理
者
だ
け
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
地
域
の
住
民
や
消
防
機
関
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

阿
久
比
町
で
も
、
こ
の
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
町
内
の
愛
知
県
指

定
・
町
指
定
の
文
化
財
所
有
者
の
協
力
を

得
て
、
防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前

九
時
か
ら
大
古
根
八
幡
社
山
車
保
存
会
の

協
力
に
よ
り
、
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

の
八
幡
車
山
車
が
収
納
さ
れ
て
い
る
収
納

庫
（
大
古
根
公
民
館
隣
接
）
よ
り
不
審
火

に
よ
る
出
火
、
延
焼
中
と
い
う
訓
練
想
定

で
、
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
と
阿
久
比

町
消
防
団
が
消
火
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
訓
練
中
は
、
一
般
車
両
の
通
行
規
制

な
ど
を
行
い
ま
す
。
付
近
の
住
民
の
方
は
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
訓
練
は
小
雨
決

行
）

昨年の文化財防火訓練の様子【町文化財北原天神法楽連
歌所蔵の白沢八幡神社】

町長に全国表彰の報告をした三�優子代表

　阿久比町立保育園保護者会連絡協議会が第３５回交通安全
母親全国大会（１２月４日東京で開催）で、全国交通安全母
の会連合会長から表彰を受けました。
　全国で３１団体が表彰され、愛知県からは唯一の表彰とな
りました。長年、母親の立場で交通事故防止活動を積極的
に推進してきたことが認められました。
　保護者会は、各保育園で親子交通安全教室を開いたり、
毎月ゼロの日に交通立哨したりするなどの活動を行ってい
ます。
　代表で表彰を受けた宮津保育園保護者会長の三 �優子
さんが１２月１２日全国表彰の報告に町長室を訪れ、「日ごろの
活動が認められて大変うれしく思います。子どもたちの交
通事故防止に努めていきます」と力強く話していました。


